
２　ロータリー財団とは
（1） 定義
・ロータリークラブや各地区を通じて実施する、ロータ
リー財団が承認した人道的・教育的活動を支援するため
に、寄付を受け付け、これに基づく資金を分配する非営
利の団体のこと。
（2） 国際ロータリーとの関係
・国際ロータリーがロータリー財団の法人会員となって
いる。
（3） ロータリー財団管理委員会
・この委員会がロータリー財団を管理。
（4） ロータリー財団の外部評価
・米国の慈善団体を評価する独立評価機関であるチャリ
ティーナビゲーターより、13 年連続で最高の 4 星評価
を受けている。

3　ロータリー財団の使命、重点分野
（1） 使命
・ロータリアンが、人々の健康状態を改善し、教育への
支援を高め、貧困を救済することを通じて世界理解、親
善、平和を達成できるようにすること。　
（2） 重点分野
① 平和の推進
② 疾病予防と治療
③ 水と衛生の改善
④ 母子の健康
⑤ 教育の支援
⑥ 地域経済の発展、
⑦ 環境（新分野）

４　ロータリー財団のお金の使われ方
※　別紙のシェアシステムによる寄付金の配分を参照
（1）寄付（大きく3つ）
① 年次基金

ｱ) 国際財団活動資金（WF）
ｲ) 地区財団活動資金（DDF）
② 恒久基金
③ ポリオプラス基金・その他指定プロジェクト基金
　
（2）ロータリー財団のプログラム（大きく3つ）
① ポリオプラス
② ロータリー平和センター
③ 補助金プログラム
・補助金は大きく分けて2種類
㋐地区補助金
・財団の使命を支える地区やクラブの活動（奨学金、人
道的奉仕プロジェクト、青少年プログラム等）を支える。
㋑グローバル補助金
　　・大規模で国際的な人道プロジェクトに活用でき、
重点分野のいずれかで、持続可能な成果をもたらすこと
が求められる。

5　寄付の認証とは
・財団では、個人やクラブからの寄付に対して感謝の気
持ちを表すために、様々な認証プログラムを用意。代表
的なものは以下の通り。
（1） ポール・ハリス・フェロー（P.H.F）
　　・年次基金、ポリオプラス基金等への『寄付、及び
移譲された認証ポイントの合計』が 1,000 ㌦ (1,000 ポ
イント )に達した個人に贈られる認証。
（2） マルチプル・ポールハリスフェロー（P.H.F　
+1から 8まで）
・上記 P.H.F を贈られた方が追加で 1,000 ㌦ (1,000 ポ
イント)寄付するごとに累計9,000㌦ (1,000ポイント)
までこの認証が贈られる。
（3）ポール・ハリス・ソサエティー・メンバー
　　・毎年合計 1,000 ㌦以上を年次基金、ポリオプラ
ス基金などに寄付する方が対象。

6　認証ポイントとは
（1） ポール・ハリス・フェロー認証ポイント
① 認証ポイントは移譲することで他の人をポール・
ハリス・フェロー又はマルチプル・ポールハリスフェロー
にするためのもの。
② 寄付 1㌦につき、1ポイントが与えられる。
③ このポイントは、寄付したご本人には移譲でき
ない。
（2）認証の仕組み
・別紙P.H.F 認証のスキームを参照。

７　2023-2024 年度ロータリー財団の目標
（1）世界
年　　次　　基金：1 億 5,000 万ドル（225 億円：1
㌦ 150円）
ポリオプラス基金：1 億 5,000 万ドル（225 億円：1
㌦ 150円）
恒　　久　　基金：1 億 4,000 万ドル（210 億円：1
㌦ 150円）
※恒久基金は 2025 年までに 20 億 2,500 万ドル
（3,037 億円：1㌦ 150円）を目標額に設定
（2）日本
年次基金：一人当たり 150 ドル（1 ㌦ 150 円⇒
22,500 円）
　　　　　　　会員 50 人のクラブ（22,500×50 人＝
112万円）
ポリオプラス基金：一人当たり 30 ドル（1 ㌦ 150 円⇒
4,500 円）
　　　　　会員 50 人のクラブ（4,500 円 ×50 人＝22
万 5千円）
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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２４年４月２６日金発行
通巻第３０４９号��
４月２５日
●通常例会
●小樽双葉高等学校　ボランティア部顧問
　古田先生卓話
５月３日
●休会

５月１０日
●夜間例会
●佐藤慶一ガバナー補佐クラブ訪問

今

週　

来
週

2023 - 2024 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.クラブの戦略計画を打ち立て、会員増強を実現しよう
2.ポリオデーに参加しよう
3.地域に根ざした青年奉仕を充実させよう
4.オンリーワンチャレンジを見つけよう

重点項目
女性会員比率１０％達成
ローターアクトの推進
心の健康（メンタルヘルス）づくりを目指す

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■ロータリー財団委員長卓話　京谷　篤会員

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8100
●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/

■ロータリーソング【４つのテスト】
■会長挨拶【三栖会長】

　本日の例会３４回目になりますよ
ろしくお願いします。
 ４月第１週目に新入会員研修、先週
は小樽ＲＣ担当のＩＭということで
参加の皆さんご苦労様でした。新入
会員の研修はちょうど１０年目、私
がロータリーに入った時に石川さん
と小樽ＲＣの関さんと一緒になりま
して、嵯峨パストガバナーが登別温

泉で第１回目を行いました。その時はお手伝い含めて約
１５０人弱で大変な賑わいで、勉強会もすごく厳しかっ
た印象があります。
　今回はお手伝い含めて３０人前後でしたがすごく内容
が濃いものだったと思います、参加された方々は今後の
ロータリー活動にプラスになっていくと思います。参加
人数はずいぶん少ない印象がありますが、４月忙しい時
期で皆さんの職業奉仕の方も忙しいのかなと思います。
　皆さんご存じかと思いますが新聞の方でも訃報が流れ
ましたが私が幹事を仰せつかった時の会長であります上
野正之さんがご逝去されています。元会員ということで
本来であればメールは流さないのですが、一応私たちの
時代を担ったメンバーですから念のために連絡は致しま
すのでよろしくお願いいたします。
　最後になりますが上野さんに対して黙祷したいと思い
ますのでご離席の方宜しくお願いします。
■幹事報告
①例会変更の案内はございません
②本日と次週例会時に、台湾東部沖地震義援金をお願い
に食事中を利用して廻ります。特に、去年鹿児島姉妹提携・
地区大会に台湾の方が見えられましたので、会員皆様ご
理解の上義援金をいただければと思います。
③地区よりＲＣ親睦活動グループバイク日本支部主催で、
ＩＦＭＲジャパン大会北海道の案内が届いております。
会員の方でバイクが趣味の方が対象で行われるイベント

再
来
週

です。詳しくは掲示版に置いておきますのでご覧いただ
き、申込は各自でお願いします。
④来週改めて通知しますが、次週４月２６日 ( 金 ) 例会終
了後理事会を開催いたします。
役員・理事の方は出席の方よろしくお願いいたします。
■出席委員会
２０２４年４月１９日
総会員数５１名　　欠席者数１８名
荒田、石川、伊早坂、桂、工藤、斎田、斎藤（英）、佐藤（公）、
佐藤（勉）、田中、地山、拝田、保知、松尾、松浦、宮川、湊、
山下

例会プログラム
■ロータリー財団委員長卓話【京谷　篤会員】　

１. ロータリー財団の歴史
　（1）財団創設
　　・１９１７年アトランタの国際
　　　大会で当時の会長アーチ C. フ
　　　ランク氏が「ロータリーを不
　　　滅にする手段」として提案。
　　　１９２８年国際　大会にロー
　　　タリー財団創設される。

（2）財団の成長
　・ロータリー創始者のポール・ハリス氏の死（１９４７
　　年1月）世界７０か国３０万人以上からの寄付が集まる。
　・ポール・ハリスフェローの認証を開始
　　年に財団は財団の活動に人々への感謝を示す手段と
　　して、ポール・ハリスフェローの認証を開始。
　・保健、飢餓追放及び人間性尊重プログラム・７５周
　　年基金（１９７９-１９８０）の設置
　・２００８年６月の国際ロータリーの理事会で、「未来
　　の夢計画」が承認され、２０１０年から３年間にわ
　　たりこの夢計画に基づき、世界１００地区（パイロッ
　　ト地区）が新しい補助金モデル（地区補助金・グロー
　　バル補助金等）を試行実施し補助金制度の充実が図
　　られ、　現在に至る。



２. ロータリー財団とは
　（１）定義
　　・ロータリークラブや各地区を通じて実施する、ロー
　　　タリー財団が承認した人道的・教育的活動を支援
　　　するために、寄付を受け付け、これに基づく資金
　　　を分配する非営利の団体のこと。
　（２）国際ロータリーとの関係
　　・国際ロータリーがロータリー財団の法人会員となっ
　　　ている。
　（３）ロータリー財団管理委員会
　　・ロータリー財団を管理し４年任期で国際ロータリー
　　　の会長エレクトが指名し国際ロータリーの理事会
　　　で正式に決定
　（４）ロータリー財団の外部評価
　　・米国の慈善団体を評価する独立評価機関であるチャ
　　　リティーナビゲーターより、１３年連続で最高の
　　　４つ星評価を受けている。

3. ロータリー財団の使命、重点分野
　（１）使命
　　・ロータリアンが、人々の健康状態を改善し、教育
　　　への支援を高め、貧困を救済することを通じて世
　　　界理解、親善、平和を達成できるようにすること。
　（２）重点分野
　　①平和の推進 ②疾病予防と治療 ③水と衛生の改善
　　④母子の健康 ⑤教育の支援　　 ⑥地域経済の発展
　　⑦環境（２０２０年６月から追加された新分野）

４. ロータリー財団のお金の使われ方
　（１）寄付（大きく３つ）
　　①年次基金
　　　ア )国際財団活動資金（WF）
　　　イ )地区財団活動資金（DDF）
　　②恒久基金
　　③ポリオプラス基金・その他指定プロジェクト基金
　（２）ロータリー財団のプログラム（大きく３つ）
　　①ポリオプラス　②ロータリー平和センター
　　③補助金プログラム
　　・補助金は大きく分けて2種類
　　㋐地区補助金
　　・財団の使命を支える地区やクラブの活動（奨学金、
　　　人道的奉仕プロジェクト、青少年プログラム等）　
　　　を支える。
　　㋑グローバル補助金
　　・大規模で国際的な人道プロジェクトに活用でき、重点

　　　分野のいずれかで、持続可能な成果をもたらすことが
　　　求められる。

５. 寄付の認証とは
　・財団では、個人やクラブからの寄付に対して感謝の
　　気持ちを表すために、様々な認証プログラムを用意。
　　代表的なものは以下の通り。
　（１）ポール・ハリス・フェロー（P.H.F）
　　・年次基金、ポリオプラス基金等への『寄付、及び
　　　移譲された認証ポイントの合計』が１,０００＄(１,
　　　０００ポイント )に達した個人に贈られる認証。
　（２）マルチプル・ポールハリスフェロー（P.H.F+１
　　　  から８まで）
　　・上記P.H.F を贈られた方が追加で１,０００＄（１,　
　　　０００ポイント）寄付するごとに累計９,０００＄（１,
　　　０００ポイント）までこの認証が贈られる。
　（３）ポール・ハリス・ソサエティー・メンバー
　　・毎年合計１ ,０００＄以上を年次基金、ポリオプラ
　　　ス基金などに寄付する方が対象。

６. 認証ポイントとは
　（１）ポール・ハリス・フェロー認証ポイント
　　①認証ポイントは移譲することで他の人をポール・
　　　ハリス・フェロー又はマルチプル・ポールハリス
　　　フェローにするためのもの。
　　②寄付１＄につき、１ポイントが与えられる。
　　③このポイントは、寄付したご本人には移譲できない。

７.２０２３-２０２４年度ロータリー財団の目標
　（１）世界
　　年次基金：１億５,０００万ドル
　　　　　　　（２２５億円：1＄１５０円）
　　ポリオプラス基金：１億５,０００万ドル
　　　　　　　（２２５億円：１＄１５０円）
　　恒久基金：１億４,０００万ドル
　　　　　　　 （２１０億円：1＄１５０円）
　　※恒久基金は２０２５年までに２０億２,５００万＄（３
　　　３,０３７億円：１＄１５０円）を目標額に設定
　（２）日本
　　年次基金：一人当たり１５０＄
　　　　　　　（１＄１５０円⇒２２,５００円）
　　会員５０人のクラブ（２２,５００×５０人＝１１２万円）
　　ポリオプラス基金：一人当たり３０ドル
　　　　　　　　　　　（１＄１５０円⇒４,５００円）
　　会員５０人のクラブ（４,５００円×５０人＝２２万５千円）

まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 ７８９,０００合
計

三　　栖 会員…新入会員研修、ＩＭ参加の皆様ご苦労様でした。
中　　山 会員…読売新聞掲載、月刊誌「小樽チャンネルマガジン」

が１００号となりました。

山 　 村  会員…ＲＣに感謝、妻の誕生日を忘れないで済みます。
台湾東部沖地震義援金

令和 5.7.1 ～令和 6.4.19（34,000 円） 円
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